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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、サイト影響を反映する拡大係数の同定手法，火山地帯と非火山地帯を区別した地震波

伝搬経路の S 波減衰パラメーターQS の同定手法、アスペリティに着目した断層面上のスリップ分布

の推定手法の提案により SFFM (Stochastic Finite-Fault Modeling)法による地震動の推定精度を高

め、実用に資する地震動シミュレーションを開発し、地震工学・防災工学に必要な地震動に関わる

情報を高精度で推定可能としたものである。これらの新規性を有する成果は、地震に起因する災害

における防災力の向上に資するものであり、地震工学・防災工学の研究に寄与するところが極めて

大きい。よって、本論文は博士(工学)の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 


